
中学校学習展開例

校種/教科等 中学校　社会科 対象学年 第３学年

単元名 憲法が保障する基本的人権

人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力の分類

技能的側面　①想像力 ・ 共感力

深める

　小学校で学習したヘイトスピーチ
解消法を想起し、 啓発の取組との
関連等、 社会的影響の視点からも
法の意義があることを理解する。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　ヘイトスピーチ解消法の意義を考えることを通して、 差別を解消するための法律が、 差別のない社

会をつくることにつながっていることを理解できる。 【知識及び技能】

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　前時までの学習を振り返る。

・ 個人の尊重、 幸福追求権

・ 法の下の平等　 ・ 部落差別解消推進法

２　本時学習のめあてをつかむ。

　前時で学習した同和問題以外の個別の人権

課題について教科書等をつかって調べる。

※　前時学習展開例については、 同和問題 （中

学校） のページを参照する。

〇　教科書本文に表記されている法律だけで

なく、 教科書の見開きにある資料や章末等

に掲載されているコラムなどの取組につい

ても調べるよう指示をする。

５

３　差別を解消するための法律や取組、 議論さ

れている事柄について教科書等をつかって調

べたのち、 発表や交流するなどして確認する。

　（予想される回答　教科書の記載内容より）

部落差別解消推進法、 男女共同参画社会基

本法、 男女雇用機会均等法、 （アイヌ文化振

興法 2008 年）、 アイヌ民族支援法 （アイヌ

新法、 アイヌ施策推進法 2019 年）、 障害

者差別解消法、 ヘイトスピーチ解消法

　

ハンセン病療養所に保育園 （入所者と子ど

もたちの交流）

法務省人権擁護局の中学生人権作文コンテ

スト、 北海道のウポポイ、 人権啓発ポスター

全国ラグビー大会に外国人学校の参加

施設のバリアフリー化、 同性パートナーシッ

プ制度、 父子手帳、 盲導犬、 日本語学級

　

夫婦別姓 （選択制）、 外国人参政権　等

〇　生徒が調べた法律や取組、 議論されてい

る事柄について説明する際は、 同和問題、

障がいのある人等、 前時や次時における学

習をふまえて、 説明に要する時間には軽重

をつける。

※　「本邦外出身者に対する不当な差別的言動

の解消に向けた取組の推進に関する法律」

等、 教科書によって法律名の表記が違うも

のもあるため、 教科書表記にあわせて指導

する。

例）　ヘイトスピーチ解消法 （差別的言動解消

推進法、 ヘイトスピーチ対策法） など

★１　アイヌの人々の人権課題については、 小

学校での学習や中学校における歴史的分野

での学習などと関連付けること。 （P.67）
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めあて　　差別のない社会をつくるための取組について考えよう。

取組

法律

議論がなされているもの
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４　本時で調べた法律や取組の意義や背景につ

いて、 外国人に係る人権課題 （ヘイトスピー

チ解消法） を通じて考える。

【①どんな現状がある （差別があった） か】

・ 言葉や文化や習慣の違いを認めない等の外

国人への差別や偏見がある （小学校既習）

・ 住宅の入居や就職などの差別がある

・ 教育や社会保障の面で配慮が必要

【②ヘイトスピーチ解消法 （第３条） にはどんな

ことが書いてあるか】

・ ヘイトスピーチを解消するために国民に差

別のない社会の実現に寄与するよう求めて

いる

・ この法律により、 一人一人が差別を解消す

るための大切さを理解して差別のない社会

づくりを目指して生活していく必要がある

【③くらしやすい社会のすがたについて】

・ ヘイトスピーチを法律で許さないと示したこ

とで在日外国人が暮らしやすい日本になる

・ 今後、 どの在日外国人もヘイトスピーチの

対象にならないような社会の実現を目指す

〇　ヘイトスピーチ解消法の意義を考える際は、

これまでの 「個人の尊重の理念」 で学習した

ことをふまえて考えるように視点を与えたり、

学習形態の工夫を行ったりする。 （個人で考

える→ペアやグループ交流→全体での共有）

★２　在日韓国 ・ 朝鮮人に関する内容について

は、 関東大震災や戦時体制等の歴史的背景

や歴史的分野の教科書記載内容等を想起さ

せて確認する。

★３　ヘイトスピーチ解消法の基本理念や意義を

考えるため、 条文を準備する。

※　小学校での学習内容を喚起するため、 教科

書記載や啓発チラシを提示してもよい。 【法

務局、 福岡県等】
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５　差別のない社会をつくるために大切なこと

について、 法律や取組の意義をふまえて意見

交換をする。

・ 法律の制定が差別されている人にとっての

ゴールと言えない。 被差別の当事者だけで

なく、 多くの国民がこの法律や取組を知っ

ていくことが、 共に生きていくことにつな

がる

・ 法律があることで、 各地で啓発的な取組に

つながっている （法律が取組の後ろ盾にな

っている）

・ 罰則規定を設けるべきなのかどうかは、 い

ろんな意見をふまえて考えなくてはならな

い

・ 他の個別の人権課題に関する法律もヘイ

トスピーチ解消法と共通して求めているの

は、 基本的人権が保障された差別のない社

会をつくることだ

６　本時学習を振り返り、 まとめをする。 　

〇　教科書巻末資料等を使うなどして、 ヘイトス

ピーチ解消法に限らず、 調べた法律全体を通

じて考えさせるようにする。

※　例えば、 罰則規定がないことなどにふれる

などして、 生徒の多様な意見を引き出すよう

にする。

教師 ： 「差別されてきた人たちにとって、 こ

うした法律がつくられたことはどんな

意味があるのかな」

生徒 ： 「差別がなくなると期待をすると思う」

教師 ： 「法律が制定されれば、 差別はなくな

っていくのかな」

生徒 ： 「法律だけに頼ってしまってはいけな

いかもしれない」

教師 ： 「罰則規定がない法律は無力なのかな」

生徒 ： 「法があることで、 様々な取組が進め

られている」
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まとめ　差別を解消するための法律が制定されたことは、 差別のない社会をつくることに

つながっている。
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